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北海道立羽幌病院からのお知らせ
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　道立羽幌病院では毎週火曜日、婦人科医師により「�������」を実施しています。

　町が実施している子宮がんの検診は「�������」のみですので、「子宮体がん検診」をご希望の方は、��

�����、当院へお気軽にお申し込み下さい。
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　子宮体がんとは、子宮の袋の中（子宮体部）に生じるがんで、50歳～60歳代に最

も多く、閉経期前後から閉経期以降の早い時期の疾患といわれており、症状は比

較的初期のうちから「不正出血」がおこります。子宮がんに占める割合は増加傾向

にあり、以前に比べ2～3倍になったといわれています。検査方法は、子宮体の内

膜に細い器具を挿入して細胞を採取し、顕微鏡で調べます。

　一方、子宮頸がんとは子宮の出口付近（膣に近い部分）に生じるがんで、40歳～

50歳代が最も多くなっています。症状は、早期にはほとんど自覚症状はありませ

んが、進行するにしたがって「不正出血」やおりものが出るようになります。検査

方法は、子宮の出口付近の細胞を綿棒や専用のヘラで採取し、顕微鏡で調べます。
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���皮膚科については、変更になる場合がありますので事前にご確認ください。


